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総会年次 2018
5.30

2017
5.31

2016
6.1

2015
6.8

2014
5.28

会員総数 387 349 330 335 360
幹事会員 8 ±0 8 8 9 9

正会員

国内 71 +8 63 58 67 66

海外 100 +24 76 66 54 64

賛助会員

国内 58 62 61 78 96

海外 6 7 7 6 6

特別会員* 144 133 130 121 119 

会員入退会推移

*; 従来のオブザーバを特別会員に編入
政府、自治体、大学、事業運営者などで構成
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チャデモの目標

全世界でチャデモの会員が利益を享受できること

1. チャデモの仕様で作ったものを、そのまま売れる →機能

2. そうした市場を、世界的に拡大する →地理

世界的に電動車両/充電インフラの普及が進むこと

1. 世界に高品質な充電器を普及させる →機能

2. 地域特性に合わせ、最適なコスト構造を持つ →地理

再掲
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2017年度活動方針
Action plan in the fiscal year 2017

1. コア技術の見極め
Identify the Core technology

2. 機能拡張
Extend Functionality

3. 一層の地理的拡大
Geographical Expansion

再掲
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Action plan in the fiscal year 2017

1. コア技術の見極め
Identify the Core technology

2. 機能拡張
Extend Functionality

3. 一層の地理的拡大
Geographical Expansion

再掲
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最先端技術の導入
高出力（高電圧）、V2X、V2G CI

Smart充電

地域独自事情
に基づくオプション
（プロトコルは遵守）

コアプロトコルの見極め

 安全性、互換性は共通として担保 →コア部

 技術革新し、最先端技術を導入 →ストレッチ部

 独自事情を考慮し、柔軟性、拡張性 →オプション部

CHAdeMO
（オリジナル規格）

CHAdeMOコア
（プロトコル）

Wロゴ

各状況に応じた
個別“準拠”オプション
（プロトコルは遵守）

準拠ロゴ
ストレッチ
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チャデモのコアとは

 CHAdeMOが培ってきた技術

 CHAdeMO仲間（二輪・バス）との共通技術

• 安全性の確保

• グリッドへの影響を最小化

• 互換性の担保

• 将来の技術拡張を容易にする汎用性

例
ｰ CHAdeMOシーケンスの適用

ｰ CHAdeMO通信プロトコルの適用

ｰ 充電器/ECS～車両間の通信にCANを採用

ｰ コントロールパイロットの二重化

ｰ 充電終了時に車両リレーの熔着診断 等々
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チャデモコア
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Action plan in the fiscal year 2017

1. コア技術の見極め
Identify the Core technology

2. 機能拡張
Extend Functionality

3. 一層の地理的拡大
Geographical Expansion

再掲
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Batt Cap Up

様々な充電形態V2X 機能

高出力充電
家でのDC充電
（6kW化、小型/二輪）

電池のエネルギー利用
- ピークカット
- 太陽光連携
- スマグリ、VPP参加
- 非常用発電
- レジャー、業務での電力使用

継ぎ足し充電
居るだけ充電
複数機によるパワーシェア
車両の簡素化（ｲﾝﾊﾞｰﾀ無）
IoTによる充電誘導

機能拡張 –車両の進歩に併せて
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高出力充電ロードマップ

2016    2018 2020

125Ax500V

パワーシェア

50kW

100/150-200kW
(定格/最大)

350-400kW150-200kW
(定格)

350Ax500V
（400Ax500V）

350-400A
x 1kV

ダイナミックコントロール

強制冷却機能 (液冷）

パンタグラフ

仕様書1.2
2017.12発行

仕様書2.0
2018.2ドラフト完
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大型電動車用の国際規格（パンタグラフ）

ハセテック事例、NEDOプロジェクト＠マレーシア

 日本からIECに提案中（61851-23-1） 中国との共同提案化

 安全要件はIEC61851-23に従い、固有要件を定義

 自動接続パンタグラフ式、出力 500kW超（750Vx750A）

 国際規格は複数並列化⇒国内には単一を導入

 実設置要件への採用などのデファクト化も検討

 2019年に規格発行を目指す
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小型電動車用の国際規格（LEV）

 日本からIECに提案中（61851-23-2） 中国がサポート予定

 コネクタ形状は異なるがチャデモプロトコルを採用

 低出力（5-20kW級）

 システムの安全要件はIEC61851-23に従い、固有要件を定義

 チャデモ協議会内に 二輪(LEV)WGを開設

 要件決定から規格化、普及啓発まで同WGで担当

 2020年に規格発行を目指す
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エネルギーデバイスとしてのEV

石油

バイオ

石炭
天然ガス

充

電

電池

EV

原子力

風力、水力
太陽光等

家(15kWh)
2日 1台

大都市(600MWh)：
1日 25,000台

ビル(10MWh)
1日 400台

放

電

低負荷時に充電
高負荷時に放電

CHAdeMO/EVPOSSAで規格化
CHAdeMO認証制度あり

CHAdeMOにより規格化
CHAdeMO認証制度あり
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コネクタ

車側インレット

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓

通信方式 CAN PLC CAN

最大出力（仕様） 200kW 600x400 185kW 750x250 200kW 600x400 350kW 900x400 ?

最大出力（市場） 150kW 50kW 50kW 350kW？ 120kW

初号機設置 2009 2013 2014 2013 2012

CHAdeMO
US-COMBO

CCS1GB/T
EUR-COMBO

CCS2 Tesla

急速充電規格

Ｖ２Ｘ
機能
有

Ｖ２Ｘ
機能
検討中

Ｖ２Ｘ
機能
検討中

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.junglekouen.com/usr/sakuraoyajikai/%E6%97%A5%E6%9C%AC.png&imgrefurl=http://sakuraoyajikai.junglekouen.com/c5382_2.html&usg=__qIFCC0AkpZtv8RgBCcfmldUXsCw=&h=300&w=450&sz=6&hl=ja&start=19&zoom=1&tbnid=SOhBdkibMoFyhM:&tbnh=85&tbnw=127&ei=LlDfToDTEsOgmQXQocCBAw&prev=/search?q%3D%E6%97%A5%E6%9C%AC%26um%3D1%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.junglekouen.com/usr/sakuraoyajikai/%E6%97%A5%E6%9C%AC.png&imgrefurl=http://sakuraoyajikai.junglekouen.com/c5382_2.html&usg=__qIFCC0AkpZtv8RgBCcfmldUXsCw=&h=300&w=450&sz=6&hl=ja&start=19&zoom=1&tbnid=SOhBdkibMoFyhM:&tbnh=85&tbnw=127&ei=LlDfToDTEsOgmQXQocCBAw&prev=/search?q%3D%E6%97%A5%E6%9C%AC%26um%3D1%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/a/a4/Flag_of_the_United_States.svg/292px-Flag_of_the_United_States.svg.png&imgrefurl=http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%AE%E5%9B%BD%E6%97%97&usg=__3Yf5RhT4_pk6bSJO01V573Lex24=&h=154&w=292&sz=11&hl=ja&start=1&zoom=1&tbnid=y50qWix9kLZcDM:&tbnh=61&tbnw=115&ei=Y1DfTvfRKOzDmQXjnan7BA&prev=/search?q%3D%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%2B%E5%9B%BD%E6%97%97%26um%3D1%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/a/a4/Flag_of_the_United_States.svg/292px-Flag_of_the_United_States.svg.png&imgrefurl=http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%AE%E5%9B%BD%E6%97%97&usg=__3Yf5RhT4_pk6bSJO01V573Lex24=&h=154&w=292&sz=11&hl=ja&start=1&zoom=1&tbnid=y50qWix9kLZcDM:&tbnh=61&tbnw=115&ei=Y1DfTvfRKOzDmQXjnan7BA&prev=/search?q%3D%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%2B%E5%9B%BD%E6%97%97%26um%3D1%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1
http://www.google.co.jp/s_Republic_of_China.svg/260px-Flag_of_the_People
http://www.google.co.jp/s_Republic_of_China.svg/260px-Flag_of_the_People
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.e-flag.jp/shop/goods_image/A4043_I1.jpg&imgrefurl=http://www.e-flag.jp/shop/152_4043.html&usg=__ka91esiStQyrWLp3GvQLFbbNbZo=&h=167&w=250&sz=8&hl=ja&start=3&zoom=1&tbnid=xVhKADQLKNySjM:&tbnh=74&tbnw=111&ei=LFHfTs33O8ufmQXQkfzlBA&prev=/search?q%3D%E6%AC%A7%E5%B7%9E%2B%E5%9B%BD%E6%97%97%26um%3D1%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.e-flag.jp/shop/goods_image/A4043_I1.jpg&imgrefurl=http://www.e-flag.jp/shop/152_4043.html&usg=__ka91esiStQyrWLp3GvQLFbbNbZo=&h=167&w=250&sz=8&hl=ja&start=3&zoom=1&tbnid=xVhKADQLKNySjM:&tbnh=74&tbnw=111&ei=LFHfTs33O8ufmQXQkfzlBA&prev=/search?q%3D%E6%AC%A7%E5%B7%9E%2B%E5%9B%BD%E6%97%97%26um%3D1%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DN%26gbv%3D2%26tbm%3Disch&um=1&itbs=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:JIS_mark.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:JIS_mark.svg
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V2B

V2X PCSs –世界での実績
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HONDA

V2L
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Action plan in the fiscal year 2017

1. コア技術の見極め
Identify the Core technology

2. 機能拡張
Extend Functionality

3. 一層の地理的拡大
Geographical Expansion

再掲
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1７年度普及活動を行った国

直接交渉した国 会議等で接触した国
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各国、団体との渉外活動

 中国
• 充電普及連盟（17年6月、18年3月）

• 中国電力企業連合会（17年9月）

• 国家電網（18年2月、3月）

• 中国自動車技術研究センタ（17年5月、6月、9月、18年2月、3月）

 ドイツ
• 日独次世代充電協議 (17年9月訪独）

• CharIN、ドイツOEMとの非公式会談（18年3月等）

 インド政府
• 重工業省、電力省、交通省、内閣諮問委員会、インド自工会他

 その他各国政府
• UK、スウェーデン、オランダ、フランス、韓国、チリ、タイ、マレーシア、

シンガポール、ベトナム、サウジアラビア、NZ、オーストラリア、アメリカ等

 その他団体/会議体
• IEA、APEC、IEEE / IEC、ISO、UN WP29、ITU 等
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北米での認証制度の立ち上げ

IEEE2030.1.1

・2030.1.1（CHAdeMO規格）に対応した

認証制度を立ち上げ中

・自動車メーカ、充電器メーカ

認証機関が議論に参加

・実証実験を開始

今年中に制度立ち上がりを目指す

・ワンストップで 複数の認可マーク取得

UL

・北米UL本社での検定が可能に

・小型運搬可能なので、他地域で検定も視野
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17年度予算と実績（報告）

予算 実績

会議費用； 3.0百万円 4.0百万

技術部会； 18.0百万円 13.7百万 検定器開発、検定関費用

海外出張； 4.0百万円 4.1百万

事務所経費； 11.0百万円 11.0百万

欧州事務所； 24.0百万円 24.2百万

外部委託費； 7.3百万円 10.9百万 コンサルタント（引継重複）

2.2百万円 2.0百万 知財管理、税務、税金

4.0百万円 3.3百万 IEEE事務局

イベント・PR； 1.5百万円 1.5百万 欧州イベント展示補助

予算計； 75.0百万円

支出計； 75.3百万

収入計； 73.8百万円

収支 ▲1.5百万
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チャデモの目標

全世界でチャデモの会員が利益を享受できること

1. チャデモの仕様で作ったものを、そのまま売れる →機能

2. そうした市場を、世界的に拡大する →地理

世界的に電動車両/充電インフラの普及が進むこと

1. 世界に高品質な充電器を普及させる →機能

2. 地域特性に合わせ、最適なコスト構造を持つ →地理



2018年度活動方針
Action plan in the fiscal year 2018

1. 既存のお客様の利益維持
Keep Benefit of Current CHAdeMO Customer

2. 機能拡張 / 車種拡張
Extend Functionality / Variability

3. 一層の地理的拡大
Geographical Expansion
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アクセスし易さ 機能 コスト

高出力

車両コスト

充電器設置コスト

お客様の利益

利用料

充電器に必要なこと

安全性、信頼性
互換性

V2X

安心
充電器があって安心
安全、信頼のある品質
お財布にやさしい

必要な時に

必要な人/車に

必要な形で
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アクセスし易さ 機能 コスト

高出力

車両コスト

充電器設置コスト

お客様の利益

利用料

充電器に必要なこと

安全性、信頼性
互換性

V2X

安心
充電器があって安心
安全、信頼のある品質
お財布にやさしい
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後方互換性

現EVユーザ、充電器設置者が困らないために、

現仕様のクルマ、充電器が将来も使い続けられること

次世代EV

従来の充電器

新しい充電器

現行EV
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安心して使ってもらえるために

ペースメーカ等使用者への配慮

• 日本不整脈デバイス工業会と連携し、影響調査

• 北海道大学での実証実験

• 政府関係機関、自治体、関係者と、注意喚起方法を検討

（四国行政評価支局、NEXCO西日本、静岡県 他）

• チャデモマーク（高電圧、高電流）や警告文の大型化

• 各団体での注意喚起、講演での取り上げ

充電器ネットワーク維持への協力

• メンテナンス情報の体系化検討、アクティブな機器情報収集

• 位置情報提供事業への協力

• 充電器通信規格（V2G CI）議論への参画

• 認知度向上活動



2018年度活動方針
Action plan in the fiscal year 2018

1. 既存のお客様の利益維持
Keep Benefit of Current CHAdeMO Customer

2. 機能拡張 / 車種拡張
Extend Functionality / Variability

3. 一層の地理的拡大
Geographical Expansion
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３方向への拡大

オリジナル
CHAdeMO

CHAdeMO

コアプロトコル

機能拡張

適用範囲拡大 地理的拡大

高出力、V2X、スマート充電 等

地域的拡大 中国、インド

適用範囲拡大 バス、二輪

機能的発展拡大 V2X、高出力
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Batt Cap Up

様々な充電形態V2X 機能

高出力充電
家でのDC充電
（6kW化、小型/二輪）

電池のエネルギー利用
- ピークカット
- 太陽光連携
- スマグリ、VPP参加
- 非常用発電
- レジャー、業務での電力使用

継ぎ足し充電
居るだけ充電
複数機によるパワーシェア
ｲﾝﾊﾞｰﾀ無小型車への充電
IoTによる充電誘導

機能拡張 –車両の進歩に併せて
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適用車種拡大例

 コネクタ形状は異なるが、プロトコル、通信などの共通性を持った規格へ

非接触充電
(通信のみ)

二輪・超小型車 バス

車両検定
(要請があれば)

トラック

作業車 船舶

レースカー

61851-23-2

61851-23-1
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高出力充電ロードマップ

2016    2018 2020

125Ax500V

パワーシェア

50kW

100/150-200kW
(定格/最大)

350-400kW
150-200kW

(定格)

350Ax500V
（400Ax500V）

350-400A
x 1kV

ダイナミックコントロール

強制冷却機能 (液冷）

パンタグラフ

仕様書1.2
2017.12発行 仕様書2.0

2018.2ドラフト完
2018.6発行

冷却ケーブル
規格化

新コネクタ
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Virtual Power Plant

電力調整

経産省資料より

PV      

EV / PHV

PV

PCS
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EVの分散電源利用の例

 過疎地への電力供給（送電線→EVが電力を運ぶ）
• 自家用EVの電池に畜電→家で使用

• トラックで電池を配達（庭先の電池を交換）

• トラックで電気を配達（庭先の電池に充電）

 非常時の備え
• EV1台で通常家庭２~3日分を供給可能

• 車輪もあるので被災地へのエネルギー運搬も可能

（東北；移動手段 → 熊本；移動＋電源）

 電気負荷（業務・レジャー）
• V2L機器で 灯り、熱、音に変換

 電池シェア（他事業との連動）
• クルマを共有、電池も共有 使用していないときは共有財産 カーシェア

• 運送業が業務をしつつ電池を運ぶ
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充放電視点での電池への要望まとめ(案)

 車載電池 高エネルギー重視
• 高出力充電への対応

• 放電への対応

ｰ 周波数調整に足るレスポンス

ｰ 接続性；IoTで情報管理可能に

• 2次利用を前提とした耐久性、リサイクル性

ｰ 充放電における定常運転対応

ｰ 2次利用に向けての品質保証の確立

• 高密度化

• コスト低減

 充電器付属電池 高出力重視
• 耐久性、リサイクル性（2次利用電池の利用が増えると想定）

• 低コスト（大幅なリファブリシュなくても転用可に）

• モジュール性（電池容量、容積とも柔軟に対応）



2018年度活動方針
Action plan in the fiscal year 2018

1. 既存のお客様の利益維持
Keep Benefit of Current CHAdeMO Customer

2. 機能拡張 / 車種拡張
Extend Functionality / Variability

3. 一層の地理的拡大
Geographical Expansion
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充電規格の方向性論議

• 中国（国家電網）が将来充電器規格を諸所で提案中

• CAN通信ベースにPLC線も付加し、世界統一案としている

• 日本（CHAdeMO）にも正式に協力、賛同の要請があった

• 中独活動に参加している独OEMにも、同様の要請済

• CharIN（Blacklo会長）、ドイツOEMから 日独が率先し

世界統一充電規格を作ろう、と非公式提案があった

• 印政府より、インド独自規格制定を援助してほしいと要請
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各申し出に対し、当方の以下希望を伝達済

• 世界統一案を作ることには賛成

• 但し、チャデモユーザの利益を確実に維持/向上すること
– 後方互換性確保、現機能の悪化代なし、将来性、汎用性の担保
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今後の論点

 対中国
• 中国提案に対して、細かな技術意見を開始、意見を発信する

• 後方互換性の概念に、チャデモとの互換性保証も加えてもらう

• 今後の標準改定の運営方法にもコメントする

• 中国充電器市場での課題解決を並行して実施

 対コンボ
• 後方互換性の確保は必須

• 勝者敗者を作らず、新たないいものつくりと言えるか検討

• V2X技術供与は可能

• 通信規格の議論も並行して実施

 対インド
• インド独自規格制定には協力する

• あくまでチャデモ近似規格として提案

• グリッド親和性の議論も並行して実施

• 二輪、バスのカテゴリーも興味あり



Specification - summary and comparison with other DC charging 
standards

Spec. New GB/T GB/T CHAdeMO CCS Tesla

Max. power 1500V x 600A 
= 900kW

950V x 250A
= 237.5kW

1000V x 400A 
= 400kW

1000V x 400A 
= 400kW

410V x 330A
= 135kW

Number of 
control pilots

2 0 3 (2+1) 1 1

Communication CAN (SAE J1939) CAN (SAE J1939) CAN (ISO 11898) PLC (ISO 15118) CAN (SAE J2411) 

12V power 
supply to EV

No Optional 
(A+/-)

Yes 
(d1)

No No

V2L/H/G/V Unknown Under development Yes Under development No

Coupler lock Inlet Connector Connector Inlet Inlet

Availability PRC PRC, India Global EU, US, South 
Korea, Australia

Global 
(Type 2 for EU)

Related 
standards

IEC 61851-23-1, 
23-2(planned)

IEC 61851-23-1 IEC 61851-23-1, 
23-2, IEEE 2030.1

IEC 61851-23-1, 
SAE J1772

None

Notes Liquid-cooled cable 
under 
development

Liquid-cooled
cable not available

Liquid-cooled
cable under 
development

Liquid-cooled
cable under 
development

Liquid-cooled
cable 
discontinued



チャデモとして受け入れ可能か、将来の協調可能か

技術検討を開始
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中国と組むと、、、

DC充電器基数

CHAdeMO(CAN) GB/T(CAN) Tesla(CAN) CCS(PLC)

PLC

CAN

 世界標準化により、仕様作り分けコストが激減
 共用部分のコストダウン効果が見込まれる（車両も充電器も）
 充電規格の主導権を維持できるので設変対応が容易
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インドへの返答（骨子案）

充電規格はCANベースが良い

• 信頼性高い

• 汎用性がある

• コストが安い

出力レベルの整理が必要

• 小型、普通、大型の３規格間での互換性確保

• 電力網への影響を考えた規格、普及計画が必要

 Made in Indiaにつながる規格を

• 現地化（インド国内）ができる透明性、汎用性が重要

• 技術サポート体制があることが望ましい

• 将来を考えると検定制度の構築は必要



2018年度予算案

51



All rights reserved. CHAdeMO Association

18年度予算

総会部会； 3.3百万 （+0.3）

技術部会； 6.5百万 （▲11.5）

海外出張； 4.0百万 （±0）

事務所経費； 11.0百万 （±0）

欧州事務所； 26.0百万 （+2.0） 欧州イベント分増加

外部委託費； 9.0百万 （+1.7） コンサルタント

1.7百万 （±0） 税務

0.5百万 （±0） 税金、知財管理、法務

5.0百万 （+1.0） IEEE事務局

イベント・PR； 5.0百万 （+3.5） EVS#31出展分増加

72.0百万

収入予測 74.0百万



ご清聴ありがとうございました
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